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Abstract : In the cable structure, a unique joint between the bending cable and other element is used. In this joint, there is a 
problem of reducing strength and fatigue strength caused by bending. In this paper, the fl exibility, the bending stiffness of the 
cable was a measured and evaluated by changes of the diameter and the wire constitution.

1．はじめに

　ケーブル構造特有のディテールとして，ケーブルを

僅かに屈曲させ他部材と接合した部位が挙げられる．

このディテールはケーブルを切断せずに用いた接合部

であり，張弦梁構造やケーブルガーダー等において，

一般に使用されている（Fig.1）．ケーブルの屈曲部の

設計においては，曲げ応力および側圧の付加による強

度や疲労強度の低下が問題となる．

　これらケーブルの屈曲に対し，ケーブルの曲げ剛性

（柔軟性）を相対的にかつ定量的に示す指標として，可

とう度 Fがある．可とう度は，次式のケーブルの曲げ剛

性と同一径の丸鋼棒の剛性の比で定義されている[1]．

　　　　　　　
可とう度 F ＝

 E・I 
――Ef・Ir

              (1)

　ここで，E：丸鋼棒の縦弾性係数 [N/mm2]，I：丸鋼

棒の断面二次モーメント [mm4]，Ef・Ir：ケーブルの

曲げ剛性 [N・mm2] を示す．現在，ケーブルの可とう

度はケーブル構造設計指針・同解説 [1] に示されてい

るが，特殊な素線構成に限られており，建築物で現状，

一般に使用される細径ケーブルや素線構成によるデー

タは未整備である．

２．研究目的

　本論では，建築構造用ケーブルの可とう度に関する

基礎的データの蓄積を目的とし，静的載荷実験を通じ

て実験的に検討を行う．

３．可とう度実験

3-1．実験概要

　実験概要を Fig.2 に示す．試験はケーブルを水平面

に設置した鉄骨治具中に置き，自重を無視した状態で

行った．試験体は構造用ストランドロープ， 構造用ス

パイラルロープを使用し， 径と素線構成をパラメータ

とした全 15 本である（Table1）．載荷は，ロードセル

Figure1. Example of Bending Cable

Figure3. The Ratio of Span to 
Displacement

Figure4. Defi nition of 
Bending Stiffness

Figure2. Outline of Experiment
Table1. Paramater of Experiment
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に取付けた全ねじを引込むことにより，試験体の中央

一点に行った．支点間距離 Lに対するたわみ量 yの比

（y/L）が 1/40 となるまで試験体に載荷を行い（Fig.3），

その後荷重が 0になるまで除荷するサイクルを 1サイ

クルとした．試験体の支点間距離 L は，試験体の径 d

に対して概ね L/d=20 となるように適宜鉄骨治具の調

整を行った．本実験では 1 試験体に対して 3 サイク

ル行った．曲げ剛性 Ef・Ir 算出方法は，y/L ＝ 1/100

および 1/50 の点を結ぶ直線近似式の傾きからΔQ/Δy

を算出し，（2）式より，1 サイクルごとの曲げ剛性を

求めた．各試験体で 3サイクルのうち，最も小さい値

をその試験体の曲げ剛性 Ef・Ir として可とう度 F の

評価を行った（Fig.4）．

　　　　　　　
Ef・Ir ＝

 L3・ΔQ 
――48・Δy              　　　(2)

　なお，いずれの試験体も初期形状に曲がりがあった

ため， 1 試験体につき曲がりの凹凸 2 方向に対して 3

サイクルずつ載荷を行い，それぞれの可とう度 Fを算

出した．

3-2．実験結果

　Table2 に実験結果を示す．全ての試験体において，

曲がりの凹凸による可とう度の差は僅かであり，ほぼ

同等の値を示した．また，7 × 7 の d=16mm において，

メーカーの違いによる可とう度の値に差が無い結果と

なった．

　Fig.5 に平均可とう度を示す．全ての試験体におい

て，径 dの大きさに関わらず，同一の素線構成内では

概ね同様の値を示した．ここで，同一素線構成におけ

る可とう度の平均値を比較すると，ストランドロープ

7× 7，7× 19はそれぞれ F=143,363とスパイラルロー

プ（F=31,67,115）より大きい値を示した．これは，ス

トランドロープの方が径が小さい素線をより合わせて

いるためと考えられる．

　Fig.6 に可とう度と素線数の関係を対数グラフで示

Figure5. Flexibility of each Diameter of Cable

Figure6. Relation of Flexibility and Number of Wire

Table2. Results of Experiment

す．少ないデータ数ではあるが，ストランドロープと

スパイラルロープはそれぞれ直線関係にあることが把

握された．このことから．ケーブルを構成する素線数

によって可とう度が評価できる可能性が示唆された．

４．今後の検討

　本論では建築構造用ケーブルの可とう度について実

験的に検討した .今後，より多くの試験体による可と

う度のデータの蓄積，可とう度を考慮した屈曲した

ケーブルの強度の評価等が必要である．
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